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１ はじめに  

 函館市小学校長会は、函館市内の公立小学校・併置校・義務教育学校に所属する 39 名の会員

で組織されている｡主な活動として、函館市内の小・中校長会合同による教育経営研修会を行い、

研修を推進しながら地域の教育力の維持向上に向け研鑽に努めている｡今年度は函館市中学校

長会が主管実施した。また、定例の研修会では本研究会の課題に沿った情報交流会を研修会後

に行うなど会員間の交流も行っている。さらに、道小及び全連小大会への参加も中心となって

進めるなど、会員の資質向上に向けた研修を行ってきた。                                                           

 

２ 研究計画  

⑴ 研究の方針  

 ① 教育の今日的課題とその解決に向けた諸施策等の動向を見定め、校長としての資質の向

上を図るための研修活動を推進する。 

 ② 全連小及び道小の研究の方向性を踏まえ、各学校の学校経営の充実に資する研究を推進

するとともに、研究協議会への積極的な参加を図り、その成果を域内教育の深化・充実に

生かすように努める。 

⑵ 研究主題 

  「危機管理への組織的対応を目指した学校経営の充実」 

   ～様々な危機への対応、未然防止の体制づくりと校長の在り方～ 

⑶ 研究主題の趣旨 

  函館市では平成 30 年３月に「函館市教育振興基本計画」を策定しており、函館市が目指す

人間像として、「自立」「共生」「創造」が理念として掲げられ、六つの基本目標が示されてい

る。函館市小学校長会としてはこうした理念に基づき、函館の教育が目指す人間像の具現化

に向けて、会員の連携協力により、今日的な教育課題の解決に資する研究活動を続けてきた。 

  本研究においては、様々な危機への対応、未然防止の体制づくりに校長が果たすべき役割

と指導性を明らかにしていった。学校経営の更なる改善を図るとともに、教職員の意識改革

を進め、危機管理への組織的対応を実現するために校長のとるべきリーダーシップについて

明らかにしていった。 

また、定例研修会後に行っている情報交流において、「生徒指導提要を活用した適切な対応

と体制づくり」「北海道いじめ防止基本方針を受けた自校の取組状況（「いじめ見逃し０」に

向けた共通理解の在り方）」「関係機関を含めた不登校児童の居場所づくり」「実効性のある危

機管理マニュアルの検証と改善」「教職員の危機管理意識・危機管理能力を高める取組の実践

例」「関係機関と連携した組織的取組（コミュニティー・スクールの活用など）」の六つの観
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点から各校の取組を交流し，他校の取組で参考に

なったことや、より望ましいと考えられた校長と

しての対応を「目安とする危機対応例」としてま

とめた。  

  

３ 研究活動の概要 

⑴ 教育経営研修会の企画・開催 

 ① 学校経営の充実のための教育講演会 

     ○ 期日 令和６年８月 19 日（金） 

     ○ 講師 北海道教育庁渡島教育局長 

山下 幹雄 様 

     ○ 講話 ｢教育行政の諸課題等について」 

⑵ 小学校長会研究大会への参加 

 ① 第 67 回北海道小学校長会教育研究空知・ 

岩見沢大会への参加 

      ○ 期日 令和６年９月 13 日（金） 

   ◯ 参加 第１分科会 

運営責任者 函館市立大森浜小学校 高間 猛 校長 

                他、全 20 名が参加 

 ② 第 76 回全国連合小学校長会研究協議会徳島大会（令和６年 10 月 24・25 日開催） 

   ◯ ４分科会に４名参加 

⑶ 当面する教育課題に関する取組の企画・実践、情報発信 

  「危機管理への組織的対応を目指した学校経営の充実 ～様々な危機への対応、未然防止

の体制づくりと校長の在り方～」について、二つの視点を基に六つの観点を設定して各校

の情報を交流し、より望ましい校長としての関与を「函館市小学校長会で目安とする危機

対応例」としてまとめた。 

また、危機対応例に基づく実践事例を収集して、令和７年度の根室大会での提言、さら

には、令和８年度全連小北海道大会における提言に反映させることとしている。 

   

４ おわりに 

 本年度は、「危機管理への組織的対応を目指した学校経営の充実」について様々な危機への対

応、未然防止の体制づくりにおける校長の役割や指導性に焦点を当てて研究を進めた。六つの

観点に基づく情報交流からより望ましい校長としての関与やリーダーシップについて「函館市

小学校長会で目安とする危機対応例」としてまとめ、全会員で共有できたことは、危機管理の

未然防止に資する取組となった。函館市小学校長会では、こうした研究成果を生かし、これか

らの学校経営の一層の改善に取り組むこととしている。 

【作成した危機対応例】 


